

























Superdiversity and the linguistic landscape of 
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手を自認するﾝクルマは、 Ghana: The Autobio-
graphy of Kwame Nkruma, London: Thomas 






れたということだけである」（The only certain 
facts about my birth apper to be that I was born in 
the village of Nkroful in Nzima around mid-day on 

















































































Americanaは ən-kroo mə 、Academic American 
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スペイン語を専攻する学生のための教材研究











































































































































































　　1級: 你 , 请 , 的 , 谁 , 不 , 能 , 了 , 妈妈
　　2級: 张 , 也 , 对（错）, （对）错 , 孩子
　　3級: 把 , 这 , 上 , 自己 ,
　　4級: 调查（表）, 标准 , 验 , 判断 , 镜子
　　5級: 打印 , 作为 , 碎 , 摔
　　6級: なし



























































































孫　安石  「North China Heraldと『良友』画報」（口
頭報告、2016年2月19日）
孫　安石　Liangyou: Kaleidoscopic Modernity and 































































































































































≪Преподавание русской кулътуры японским 
студентам, не изучающим русский язык≫（ロシ
ア語を学習していない日本人学生に対するロ
シア文化の教育）、小林潔・堤正典  //Русский 
язык и литература в пространстве мировой 
культуры: Материалы XIII Конгресса МАПРЯЛ
（Вербицкая Л. А., Рогова К.А. Попова Т.И. 編 
СПб. : МАПРЯЛ）10th vol.,pp.483-487, 2015.
≪Роль различных методических форм в курсе
   ≪Страноведение России≫（из опыта одного 
японского университета）≫（「ロシア事情」講義
における種々の教授形態の役割）堤正典・小林
潔 //ЕВРАЗИЙСКАЯ ПАРАДИГМА РОССИИ: 
ЦЕННОСТИ, ИДЕИ, ПРАКТИКА（Удан-Улэ: 
Издательство БГУ）pp.96-98, 2016.
（ 19 ）
【　新人所員紹介　】
英語英文学科　上
かみ
　英
ひであき
明　助教
　専門は国際関係史で、アメリカ研究と中南米研
究とを橋渡しすることを目指しております。とく
にこれまで関心を寄せてきたのが、米・キューバ
関係でした。アメリカ合衆国とキューバは2015
年に国交回復しますが、そもそもなぜ半世紀もの
長きに渡って対立しているのかを疑問に感じ、そ
れを解くために様々な場所で史料調査を重ねてお
ります。その過程で、資本主義と共産主義という
「東西対立」や、西半球における大国の覇権政策
とカリブ海の小国が起こした革命運動とが衝突す
る「南北問題」を学びました。また、キューバ革
命に反発する反革命勢力が合衆国の政治に参加し
たことに着目し、「移民と外交」がどのように交
錯するのか、という新しいテーマにも取り組んで
おります。今後については、キューバを含め中南
米から流入する多くの移民たちが、合衆国の社会
をどう変えていくのか、といったテーマにも挑戦
したいです。したがって、合衆国におけるバイリ
ンガル教育や英語単一運動をめぐる議論にも興味
を寄せております。新しい動きを見ながら、研究
を進めていければと思います。
中国語学科　夏
か
　海
かいえん
燕　助教
　今まで主に認知意味論の立場から語彙の意味変
化・文法化における規則性や予測可能性の研究に
取り組んできた。主として「着点動作主動詞
（Goal-Agent Verbs）」（他動詞でありながら動作
が動作主から出発し動作主において終結するとい
う他動詞の典型から外れた特徴を持つ動詞）、お
よび意味的に関連のある動詞類の意味拡張を取り
上げ、研究を行った。そのうち、中国語において
は、一部の着点動作主動詞が意味拡張にとどまら
ず、受身標識へと文法化するという意味変化の方
向性が見られる。中国語動詞由来受身標識につい
て今まで個別に扱う研究が多い中で、着点動作主
動詞という新たな視点から統一的に説明を与える
とともに、その類型論的な位置づけも明らかにし
た。
　意味論の研究とともに、共同研究者として基盤
研究（B）「移動表現による言語類型論：実験的
統一課題による通言語的研究」に関っており、中
国語をはじめ、移動表現、特にダイクシス（直示
表現）の研究に力を入れている。ビデオ実験を行
い、今まで言われてきた「話者領域」が「視覚性」
と結びついていること、「視覚性」と「方向性」
の競合、さらにその度合いが言語によって異なる
ことを検証している。
（ 20 ）
【　言語学研究叢書№６の紹介　】
『言語の意味論的二元性と統辞論』
刊行にあたって
編者代表　外国語学部　片岡喜代子
　本書は、神奈川大学言語研究センター共同研究
グループ「節周辺部の構造、素性の普遍性と個別
性」（2013－2015年度代表：佐藤裕美）のこの3
年間にわたる研究成果をまとめたものである。当
グループは、言語の普遍性解明を目指す言語理論
のもと各個別言語の相違を追求するという目的
で、16年前に神奈川大学言語研究センター内に
立ち上げた「対照言語学研究会」を母体として研
究活動を続けてきた。まさに言語研究センターと
ともに歩んできた研究である。
　言語表現の一つの単位である文は、その核をな
す命題と、その命題の周辺要素から成る。時制や
アスペクト、作用域、様相等に関わるのが、周辺
要素であり、各個別言語の特徴が現れ多様性が最
も顕著に確認される部分でもある。その周辺要素
が、命題構成要素と如何に関わり、その働きが命
題が成す節構造に如何に反映されるかを探り、更
には文レベルで与えられた構造と意味が、文脈に
おける発話として如何に働くかも視野に入れた研
究を行ってきた。
　その研究そのものに終わりはないが、現時点で
の成果をまとめるべく本書では、時制やアスペク
ト、格素性の付値、数量詞解釈、否定現象から見
た周辺部構造のあり方、そして疑問を含む文末助
詞による命題態度表明などを、日本語・英語・中
国語・スペイン語を材料に論じている。執筆は本
学で教育に携わってきた相原昌彦、片岡喜代子、
加藤宏紀、佐藤裕美、辻子美保子、武内道子と上
田由紀子（執筆時秋田大学、 現山口大学）による。
それぞれに教育・学内業務の合間を縫っての研究
活動であり、時間のやり繰りが困難を極める中で
研究会を行い、論文を完成させた。今回の成果を
もとに、更に議論が深まり研究を発展させていく
ことを各メンバー望んでいる。常に暖かいご支援
と成果を発表する機会を与えて下さった言語研究
センターには感謝の気持ちで一杯である。今後も、
「言語学」という、成果が形に出るのに時間がか
かる分野を支えて下さることを切に願っている。
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